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1 (899)(偏微分の定義)

次の空欄に適切な数式を入れよ．
f(x, y)を 2変数関数とする．f(x, y)が点 (a, b)で xに関して偏微分可能であるとは，極限値

（あ）

が存在するときをいい，記号で （い） または fx(a, b)と書く．
同様に，f(x, y)が点 (a, b)で yに関して偏微分可能であるとは，極限値

（う）

が存在するときをいい，記号で （え） または fy(a, b)と書く．

2 (899)(偏微分の具体的計算)

次の関数を x, yそれぞれの場合について偏微分せよ．

(1) z = x3 + y3 − 3xy (2) z =
√
x2 + y2

(3) z = eax sin (by) (4) z = log (x2 + y2) ((x, y) 6= (0, 0))

(5) z = xy (x > 0) (6) z = arctan
(
x

y

)

3 (889)(偏微分可能⇒連続？)

2変数関数 f(x, y)を次で定める：

f(x, y) :=


xy

x2 + y2
· · · (x, y) 6= (0, 0)

0 · · · (x, y) = (0, 0)

(1) f は原点で xについても yについても偏微分可能であって，fx(0, 0) = fy(0, 0) であるこ
とを示せ．

(2) f は原点で連続でないことを示せ．

4 (889)(平均値の定理の応用)

2変数関数 f(x, y)について，次の問いに答えよ．

(1) fx(x, y) = 0および fy(x, y) = 0ならば f(x, y)は定数であることを示せ．

(2) fx(x, y) = sinx，fy(x, y) = cos y であるとき，f(x, y)を求めよ．
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